
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 4 回 理事会  

日 時 令和元年 9 月 13 日 19：15～22：20 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、重松康志、 

大石勝規、小柳 傑、志岐浩二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）士会研修会等の事前登録と代行参加費徴収が可能になった件について 
  JPTAのマイページによる各種研修会の参加申し込み、参加費の徴収まで可能になっているが、手数料

が発生するので、収入は減る。どの研修会を対象とするかだが、今年度は学術研修会で使用し、学会
は再検討、九州学会は提案となった。審議の結果、提案通り可決された。 

２）理学療法士講習会(実技編)開催の可否について 
竹井先生を講師として昨年 11 月 24 日に基礎編、今年度実技編を予定していた、講師が処分される事
案あり。全国的に今年度は同講師による研修会はない。開催すれば長崎県が第 1 号。開催の可否につ
いて審議したところ、今回の講師依頼は中止とし、白紙に戻すこととなった。 

３）2019 年度県士会主催 臨床実習指導者研修会の講師手当について 
今年度の臨床実習指導者研修会講師である長福先生が専門・認定を持たないと判明。また技師長でも
なく、規定では費用は 10,000 円。ただ各学会、研修会でも活躍されており、30,000 円が妥当ではな
いか。30,000 円への増額を検討。審議の結果、内規通り 10,000 円を前提に講師をしていただけるか
確認することとなった。審議の結果、提案通り可決された。 

４）第 31 回長崎県理学療法学術大会について 
講師宿泊費が内規上 8,500 円だが、一人都合により博多で宿泊することになり、最低 15,000 円とのこ
と。規定を超過するが 15,000 円の宿泊費を認めるか。また、インターナショナルホテルの宿泊費が
9,500 円で 8,500 を超過。以上 2 件を審議。今回は事情を考慮し、2 件とも認めるが、宿泊費等が妥当
であるか、今後専門委員会立ち上げも含め検討する方向となった。審議の結果、提案通り可決され
た。 

５）AT 協議会主催研修会の NPTA スポ PT 推進研修会共催について 
AT 協議会の研修会について、スポーツ理学療法推進班の共催を依頼。スポーツに関わる専門職の啓発
と育成が目的。費用について、講師謝礼、交通費、会場費など AT 協議会が持つため、NPTA の持ち出
しは参加者の PT の管理や運営等作業費として 4,000 円～8,000 円を予定。今年度は年間予算が 2 万円
程度余っているのでそこから充てる。次年度以降、NPTA がイニシアティブを取り、AT を巻き込む形
での開催形態を検討。審議の結果、提案通り可決された。 

６）新入会会員の承認について 
     入会 2 名、退会 8 名。審議の結果、提案通り可決された。 
７）推進リーダー制度(地域ケア/介護予防)の会員の申請状況について 

   e-ラーニング免除申請が 7名、士会推薦が合計 13名。(資料参照)e-ラーニング免除の 7名は問題なし。
士会推薦については⑨、⑫は持ち越しとなり、本人にフィードバックし、その他を承認する形。審議
の結果、提案通り可決された。 

 ８）学術誌掲載記事の複製許可について 
株式会社サンメディアからの学術誌掲載記事の複製許可について、以前理事会で登録しないことにし
たが、再度連絡あり。長崎理学療法の著作権を委託していただき、1 件 150円の利用料で複製したい。
できない場合は、著作権管理団体に登録し、申請して著作権料を払い、複製させていただきたいとの
打診。前回は詳細な記述もなく、怪しいと思うものだったが、今回は他県も多く加わっており案内も
信頼性があることから著作権料 150 円で委託を行うこととする。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）事務局総務部から傷害保険(災害補償制度)の周知確認について 

4 月に刷新した傷害保険(災害補償制度)の報告が部長や班長に行き届いていなかったので周知していき
たい。全事業に係り、事業ごとの報告は不必要。初年度のみ実績の報告が必要で 9 月末までの実績を
10 月半ば頃までに総務部へ連絡いただく。その後は適宜問い合わせ予定。災害補償制度の変更と合わ
せて周知したい。 

 ２）ぴーかんてらす第 10 号発送時期と同封物について 
来週頭に校了で印刷作業に入りたい。変更の希望あれば連絡いただきたい。発刊次期は 9 月最終週～ 
10 月初旬。抱き合わせの発送物は議案書通り。(議案書参照) 

３）第 3 回諫早地区研修会(スポーツ理学療法推進研修会共催)について 



      諫早地区研修会とスポーツ理学療法推進班との共催。多くの会員の参加を望み参加費無料。会場は諫
早市の健康福祉センターで参加費を徴収する研修会は会場費 17,000 円。参加費無料であれば会場費も
無料となる。 

 ４）会計内規の解釈見直しについて 
   昨年講師料を見直し、90 分での金額設定をしたが、時間が当てはまらない研修会もあり、新たに補正

(案)を作成した。講師の肩書により金額を分けており、それぞれ 90 分、50～70 分、40、45 分、10～
30分それぞれの場合を設定。基本的には 90 分、60 分、45 分、30 分が基準となり、研修会を組む場合
は可能な限りその時間設定を。また担当者への周知をお願いする。今回は解釈の変更となり内規の変
更は不要。また研修会の内規について、「地区研修会の参加費は無料とする」とあるが、これは（本
会）会員に対してということで、（本会）非会員は他の研修会と同じく 5,000円の参加費と解釈する。
作業療法士や看護師だった場合は資料代として 500 円。 

 ５）「長崎理学療法」の編集計画について 
   18 年度の長崎理学療法の未発刊について三役より指導を受け、事業計画、スタッフの役割を再度確認

するということで案を作成。作業についてもこれまで橋口先生が一人でされていたところを分担し、
進捗管理もスケジュール通り行う。20 号は学会での発表者の投稿依頼と、学会の特別講演等で頼むの
であれば学会側に打診をしてもらい、投稿料については三役会に挙げて直近の理事会で議論する方
向。査読は新たに専門、認定を持った先生方に依頼する予定。 

 ６）専門領域部意向調査の結果と学術研修会の講師紹介協力依頼の件について 
   7 月のアンケートは回答率が低かったので再度配信し、回答率は 50％弱。去年と比べて認定取得され

た方が多い。長崎県では切断や脊髄障害、物理療法の認定が少ない。そういう点もアナウンスをかけ
ていきたい。講師を引き受けていただける先生方のリストもあり、今後の研修会で活用する。 

 ７）令和元年度訪問リハ・小児リハマップ事業について 
   小児リハマップ、訪問リハマップは来年改訂版を出す予定で今年度はアンケートを実施する予定。依

頼文書はぴーかんてらすと抱き合わせで送る予定。OTのみの所属施設には OT士会から送る予定。ST
は ST 士会にお願いしている。 

 ８）令和元年度災害リハ研修会について 
   研修会を 11 月 30 日と 12 月 1 日に開催予定。1 日目の参加資格を各団体からの推薦者としている。講

師からファシリテーターを養成する研修なので、派遣経験者や各ブロックで災害リハを担える先生を
受けさせてほしいという意向があり。20 名を予定し内訳は PT10 名、OT7 名、ST3 名。役員には是非
REHUG の演習を受けていただきたい。 

 ９）令和元年度 保健福祉部研修会報告について 
   8 月 17 日にアルカス佐世保にて開催。参加者は 55 名で滞りなく行えた。 
 １０）第 2 回大村東彼諫早地区合同症例検討会報告について 
    8 月 23日大村市民病院にて開催。参加は 68名。第一部が症例検討、第 2部が志岐理事による講義。

予算は 86,500 円に対し 39,200 円の決算。 
 １１）福岡理学療法士会設立 50 周年記念式典・祝賀会出席について 
    9 月 7 日にホテル日航福岡にて開催。出席者は議員、市長はじめ豪華。笹原理事と飯野理事が長崎の

50 周年の委員となる。50 周年になると講演会、パーティもありと多大な費用がかかる。開催日も含
め委員会で早期からの動きが必要。福岡の予算が 600 万円として長崎の積み立ては 100 万円。次年
度予算に 50 周年の予算が乗ってくるが、次年度は会費増額により収入が増える。県の指導では公益
目的事業の費用支出は単年度決済を基本とし、できるだけお金は残さないようにということ。｢特定
費用準備資金｣なども検討。 

 １２）長崎理学療法士連盟新組織について 
    今後連盟組織として動くために、役員を理事で固める予定。協会の地区担当理事に連盟のブロック

幹事をお願いしたい。西彼西海ブロックを新設し、幹事として小泉副会長と笹原理事の形。年 3 回
研修会を予定。県との話し合いがあり、今後連盟の研修会へ県議の先生に来ていただき、政策など
のヒントをいただいたり、若い会員に対して政治参加の啓発を提案し、了承いただいた。県議の先
生方からは地区の研修会にも出たいという話があり了承している。また、障害予防とか高齢者福祉
に関わる理学療法士を小中学校の授業に取り入れてもらえないかと要望を出した。今後理学療法士
ができることを伝え、市教委にアピールできるバージョンを作り、依頼が来るような形にしたい。
小・中・高校の成長期障害をコンサルティング出来る立場として理学療法士を考えてほしいと伝
え、肯定的な意見を頂いたが、アイデンティティを持って行うために手法等は再考する必要あり。 

 １３）「令和 1 年度 新地域包括ケアに資するリハ専門職認定研修会」の進捗状況について 
標記研修会についてプログラムが決定。開催日は 11 月 9 日、10 日、会場は東彼杵町総合会館。2 日
目の 120 分の枠に PT、OT士会から講師をということで、PTとしては訪問リハで西彼地区部長の尾
崎先生を推薦する。事業費負担は PT10 万円、OT7 万円、ST3 万円。今年度から広報と会員受付は
各県士会で行い、整理したものをナガリハネットに報告し受講者が決まるという流れ。 

（３）その他報告事項 
 １）臨床実習指導者研修会進捗状況について 

第 1 回が令和元年 11 月 3 日、4 日に長崎医療技術専門学校にて開催。第 2 回が令和 2 年 3 月 7 日、8
日に長崎大学医学部保健学科にて開催。各 100 名ずつ。8 月 2 日に講習会開催の申請し 9 月 3 日に承
認された。アンケートの結果 339 名の応募あり。調整会議で選考基準について次の点を確認。申し込
みがあった全ての施設から 1 名以上選出する。希望日を考慮する。県内の養成校の受け入れ人数が多
い施設から受講人数を増やす。施設内優先順位を考慮する。以上 4 点。非会員が優先順位 1 位の施設
もあり、会議では非会員であっても優先順位通り選出すると決まった。しかし後で募集文言を見返す



と、「定員に余裕があった場合に限り他県士会所属の PT、OT、非会員」あり、何より会員を優先し
ようと考えている。ただ、応募が 1 名だけでそれが非会員であった場合、調整会議では受け入れる方
向だったが、定員に対し応募が溢れている現状では募集文言通りまずは会員優先とし、非会員は削除
する方向とする。来年度の開催予定は 4 回で、100 名、50 名、50 名、100 名を考えている。来年度以
降も毎年続ける必要がある。 

２）新事務所内覧会について 
9 月 14 日新事務所の新設移転祝賀会ということで開催する。来賓としてナガサキリハビリテーション
ネットワーク代表の松坂先生と ST 士会会長が内覧会、祝賀会とも参加。OT 士会会長は出張中の為事
務局長の福島先生が内覧会だけ参加予定。まず会長から内祝いの贈呈。移動後松坂先生から祝辞をい
ただき、乾杯の音頭を ST 士会の会長。謝辞を大山会長、最後の締めが塩塚相談役となる。 

 ３）次回理事会について 
次回理事会は 10 月 8 日に予定する。 

 

 


